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平成25年2月3日（日）/鹿児島県医師会館 
沖縄県 社団法人 中部地区医師会  

担当理事 西平守樹 

平成２４年度 在宅医療連携拠点事業 厚生労働省補助 

中部地区医師会 

在宅医療ネットワークの現状 
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＜概 要＞ 
●当会は、医道の高揚、医学、医術の発達普及と公衆衛生の向上を図り 
似て社会福祉を増進することを目的とした学術団体として、 戦後間も   
ない昭和26年に発足する。 

●昭和63年にはその会活動の拠点となる中部地区医師会館を、沖縄県  
中頭郡北谷町字宮城に建設する。 

●同年6月から「中部地区医師会立成人病検診センター」を開設し従来の 
学校保健事業、 予防接種事業等の他、各種検診事業、在宅医療、産業 
保健活動等を展開。  

●平成7年には「中部地区医師会立訪問看護ステーション」を開設。 

●当会は沖縄県中部管内9市町村(沖縄市・うるま市・宜野湾市・北谷町・    
嘉手納町・西原町・読谷村・中城村・北中城村)によって構成。 

●当会の現在会員数は５６４名（会員施設は２１１施設(平成２５年１月    
２３日現在)） 

 

社団法人 中部地区医師会 
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在宅医療ネットワークの成り立ち① 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

平成23年 6月 8日  
 第１回 複数主治医制導入に関する検討会 
 参加人数１１名 

平成23年 8月 3日 
 第２回 複数主治医制導入に関する検討会 
 参加者数７名 

平成24年 3月21日 
 第３回 中部地区在宅医療ネットワーク(案) 
 参加者数 ８名  

平成24年 6月 4日 
 第１回 中部地区在宅医療推進委員会 
 参加者数 ６名 

平成24年 6月14日  
 在宅支援診療所への中部地区在宅医療ネット 
 ワーク説明会 参加者数１１名 

中部地区医師会 宜野湾班会議の中で、「在宅での助け合いが出来るような

システムが必要」となり、当会にて下記のとおり在宅の会議が行なわれ現在
に至る。 
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在支診が各々でバラバラに診療を行っていると・・・ 

 

 

在宅診療医の学会・旅行時にその地域を担う医師が不足し、 

その結果として患者に不都合が生じる 

 

これを解消するために 

在宅医療ネットワークを構築 

厚生労働省補助事業、在宅医療連携拠点事業 

在宅診療医 
訪問看護ステーション 
介護サービス事業所 
地域包括支援センター 
在宅医協力病院、 

当会の在宅療養支援診療所 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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 各在宅療養支援診療所・・・２１施設              

（                    ） 

 訪問看護ステーション・・・１３施設               

（                ）  

 在宅介護支援センター ・・・ １０施設              

（                          ）                    

 地域包括支援センター ・・・１２施設              

（                         ） 

 病院地域医療連携室・相談室・・・４施設 

（                    ） 

○   居宅介護支援事業所・・・ １０２施設              

（                         ）  
 

うるま市：５施設、沖縄市：１施設、宜野湾市：４施設、 

北谷町：１施設、北中城村：１施設、読谷村：１施設 

うるま市：３０施設、沖縄市：２７施設、宜野湾市：１１施設、北谷町：８施設、西原町：５施設、 

嘉手納町：２施設、北中城村：５施設、中城村：５施設、読谷村：９施設 

うるま市：１施設、沖縄市：１施設、宜野湾市：４施設、西原町：１施設、嘉手納町：１施設、 

北谷町：１施設、北中城村：１施設、中城村：１施設、読谷村：１施設 

うるま市：１施設、沖縄市：２施設、中城村：１施設 

うるま市：３施設、沖縄市：５施設、宜野湾市：６施設、嘉手納町：１施設、 

北谷町：１施設、西原町１施設、北中城村：１施設、読谷村：３施設 

うるま市：５施設（但し、高齢者相談センターとして）、沖縄市：５施設 

中部管内訪問看護ステーション、訪問介護サービス事業所、居宅介護支援事業所、 

地域包括支援センター、病院地域医療連携室・相談室の各施設数 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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在宅療養支援診療所の分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

在宅支援診療所 

２１施設 
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訪問看護ステーションの分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

在宅支援診療所 

２１施設 

訪問看護ステーション 

１３施設 
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在宅介護支援センターの分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

在宅支援診療所 

２１施設 

訪問看護ステーション 

１３施設 

在宅介護支援センター 

１０施設 
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病院地域医療連携室の分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

在宅支援診療所 

２１施設 

訪問看護ステーション 

１３施設 

在宅介護支援センター 

１０施設 

病院地域医療連携室 

４施設 
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地域包括支援センターの分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

在宅支援診療所 

２１施設 

訪問看護ステーション 

１３施設 

在宅介護支援センター 

１０施設 

病院地域医療連携室 

４施設 

地域包括支援センター 

１２施設 
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居宅介護支援事業所の分布図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

居宅介護支援事業所 

１０２施設 
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機能を強化した在宅支援診療所の分布図（１７施設） 
（平成２４年１２月１日現在） 

（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

グループ1 

グループ2 

グループ3 
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機能を強化した在宅支援診療所（１７施設） 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

市町村 № 医療施設名 在宅医師名 所在地 TEL/FAX

1 光クリニック 金城   光世
〶901-2226
宜野湾市嘉数2-2-1

TEL 898-2233
FAX 898-2287

2 まえはら内科 宇座   達也
〶901-2215
宜野湾市真栄原3-19-8

TEL 870-2807
FAX 870-2807

3
医療法人富岳会
おやかわクリニック

親川   富憲
〶901-2212
宜野湾市長田1-29-1

TEL 893-5511
FAX 893-5550

4 西平医院 西平   守樹
〶901-2205
宜野湾市赤道2-2-2

TEL 896-0024
FAX 896-0766

5
医療法人うりずんの会
かりゆしクリニック

砂川   隆二
〶901-2226
宜野湾市嘉数4-25-15

TEL 898-0555
FAX 898-3666

6
統合医療センター
クリニックぎのわん

天願   勇
〶901-2223
宜野湾市大山7-7-22

TEL 890-1213
FAX 890-1215

市町村 № 医療施設名 在宅医師名 所在地 TEL/FAX

1
医療法人康陽会
仲宗根クリニック

仲宗根哲康
〶944-2171
沖縄市高原7-23-14

TEL 933-8000
FAX 930-3000

2
医療法人かなの会
コザクリニック

川平   稔
花城　清祥

〶904-0014
沖縄市仲宗根町19-1

TEL 938-1038
FAX 939-6295

3
社会医療法人敬愛会
ちばなクリニック

瑞慶覧　元
仲宗根　琢磨
仲田　清剛

〶904-2143
沖縄市知花6-25-15

TEL 939-1301
FAX 939-7931

読谷村 4
医療法人ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
玉城ファミリークリニック

玉城  修
〶904-0305
読谷村字都屋245

TEL 956-1236
FAX 956-1280

市町村 № 医療施設名 在宅医師名 所在地 TEL/FAX

北
谷
町

1
ウェルライフクリニック
たまき内科

玉城   浩
〶904-0101
北谷町字上勢頭630-7

TEL 989-9211
FAX 989-9212

沖
縄

市
2

医療法人安心会
愛聖クリニック

中田　 安彦
島田　靖

〶944-2171
沖縄市高原5-15-11

TEL 939-5114
FAX 939-0156

う

る

ま

市

3 伊波クリニック 西川　高広
〶904-1115
うるま市石川伊波431

TEL 964-5735
FAX 964-5750

4
医療法人社団泰山会
まつしまクリニック

松嶋　顕介
〶904-0325
読谷村字瀬名波894-2

TEL 958-6888
FAX 958-6893

5 読谷村診療所 小橋川   悟
〶904-0305
読谷村字都屋179

TEL 956-1151
FAX 956-9560

6
医療法人ライフケア読谷
ライフケアクリニック長浜

鳥谷　裕
〶904-0324
読谷村字長浜1530-1

TEL 982-9000
FAX 982-9010

嘉

手

納

町

7 野村ハートクリニック 野村　秀樹
〶904-0202
嘉手納町字屋良1063-1

TEL 982-8810
FAX 982-8341

１．在宅療養支援診療所（機能を強化した連携）グループ１

宜
野
湾
市

２．在宅療養支援診療所（機能を強化した連携）グループ２

沖縄市

３．在宅療養支援診療所（機能を強化した連携）グループ３

読
谷
村
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各在宅療養支援診療所、機能を強化した 
在宅療養支援診療所 

協力病院、地域医療連携室 

地域包括支援センター 

訪問看護ステーション 

在宅介護支援センター 

居宅介護支援事業所 

中部地区管内の各施設 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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ネットワークの構築について 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

15 

ネットワークを統括する中部地区医師会立訪問看護ステーシ
ョンをネットワークセンターとし、そこへインターネットで協力す
る各施設を登録していただく。 

例えば医師不在の診療により訪問看護ステーションや介護
サービス事業所等で問題が起こった場合の協力体制として、
お互いがネット上で連絡を取り合い問題解決が出来るように
する。 

平成24年 6月27日 当会会員施設・関係施設(訪問看護・介護、
居宅介護、各市町村地域包括、各病院地域連携室)への中部
地区在宅医療ネットワーク説明会 参加者数１１３名 
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中部地区在宅医療連携ネットワーク説明会の様子 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

平成24年 6月27日開催 

①担当理事によるスライド説明 ②説明会風景 

③説明を熱心に聞く参加者 ④質疑応答時の風景 
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平成24年 7月30日 

 在宅医療ネットワークへの参加を呼びかけ 

平成24年 8月 8日 

 第2回 中部地区在宅医療連携推進委員会   

平成24年 8月15日 

 在宅医療ネットワークホームページを開設 

平成24年 9月 1日 

 サイボウズOffice運用開始 

在宅医療ネットワークの成り立ち② 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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連携図 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

18 
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次のような場合も同様に行います。 

• 介護サービス事業所、訪問看護センターで看護や医師が必要な場合 

• 病院（入院）を必要としている場合 

• 地域包括支援センターや病院が退院後の在宅 医療主治医を探している場合 
 

ネットワークセンター 

協力依頼 

個人情報守秘のため直接やりとり 

具体的な事業の遂行手段について 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

来週不在なの

ですが・・・ 

宜しくお願い

します。 

私、代診可能

です。 

では、患者さんの状況

を教えて下さい。 
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平成24年9月6日  

 在宅医療連携ネットワーク第1回研修会      

「介助時のボディーメカニック～看護・介護スタッフ 

 の方たちがより負担のないケアの仕方について～」 

 参加者１７６名 

在宅医療ネットワークの成り立ち③ 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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中部地区在宅医療連携ネットワーク研修会の様子① 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

「介助時のボディーメカニック～看護･介護スタッフが負担のないケアの仕方について～」 

②リハビリスタッフによるスライド説明 ①開会のあいさつ 

③研修風景 ④リハビリスタッフによる実践研修風景 
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在宅医療ネットワークの成り立ち④ 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

平成24年10月25日 

 在宅医療連携ネットワーク第2回研修会 

「看護、介護職員のためのストレス解消方法 

 ストレスとの上手なつきあい方」 

 参加人数７８名 
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中部地区在宅医療連携ネットワーク研修会の様子② 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

「看護、介護職員のためのストレス解消方法、ストレスとの上手なつきあい方」 

①開会のあいさつ ②講師によるスライド説明 

③研修風景 ④研修会を熱心に受講される参加者の皆さん 
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施設区分 参加施設数 

病院・診療所 ２３施設 

訪問看護ステーション ２施設 

訪問介護サービス事業所 ３施設 

居宅介護支援事業所 １施設 

地域包括支援センター １施設 

合 計 ３０施設 

平成２５年１月２４日現在 

在宅医療ネットワークへの参加状況 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 
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「在宅診療の問題点」 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

 現状では看護師、介護士が各々で十分仕事が出来て  
いると考えている。 

 病院の入院患者には、医療を必要とする患者以外に、
介護を必要とする患者でも、そのまま入院するケース           
があり、病院の機能低下につながっている。       
その為、介護が必要な患者は在宅に移行しなければな
らない。 

 その為には、在宅医療をシステム化する必要があり、 
中部地区医師会では、在宅医療ネットワークの充実に 
向け取り組んでいる。 

 Ｉ Ｔネットワーク（サイボウズ）を構築したが、コンピュー
ターに馴染めない人が多く、うまく機能していない。 
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今後の目標について 
（平成２４年度 在宅医療連携拠点事業） 

26 

 Ｉ Ｔネットワーク(サイボウズ)を有効活用するための
方法を模索する。 

今ある在宅医療を、更に支援できる団体としたい。 

在宅医療を支援する為に、各病院と密に連携をとり
良質な在宅医療にしたい。 

在宅医療はそれを必要とする患者や家族が、幸せに
なるためには必要な事である。         
そういう意識を高めるために、各病院、関連施設と
連携を取りながら、在宅医療に関する情報も提供し
在宅医療に係る全ての人が幸せになる方法を模索し
たい。 



27 27 

ご清聴どうもありがとうございました。 


